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【町 の 位 置】北緯34度51分　東経135度51分　海抜118メートル（役場）
【町の面積】58.26平方キロメートル
【人のうごき】人口 9,817人（+10）　男 4,878人（+4）　女 4,939人（+6）
　　　　　出生 7人　 死亡 9人　 転入 25人　 転出 13人
　　　　　世帯数 3,512世帯（+9）
　　　　　※平成25年７月１日現在。　（　）内は前月との比較。
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住民プールへ行こう
開　場　8月31日■土　まで（毎週■火　休場）
時　間　午前10時～午後4時
入場料　大人＝200円　小・中学生＝150円 
　　　　小人＝100円（保護者の同伴必要）

無料開放 8月1日・2日・5日・7日・8日・9日

■問住民体育館　☎88－4567

そ
う
や

プ
ー
ル
に
行
こ
。

クール
スポット
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
育
む

　

近
年
、
青
少
年
に
よ
る
犯
罪

の
凶
悪
化
・
低
年
齢
化
が
進
行

す
る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
、
こ
れ
ま
で
と
比

べ
て
著
し
く
変
化
し
て
い
る

中
、
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を

い
か
に
育
ん
で
い
く
の
か
。
安

心
・
安
全
を
確
保
し
て
い
く
の

か
。
私
た
ち
大
人
が
今
、
し
っ

か
り
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
こ
と
を
し
、
互
い

に
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

構
成
さ
れ
て
い
る
本
協
議
会
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

主
な
活
動
内
容

▼
町
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

夏
休
み
期
間
中
、
週
１
回
、

夜
間
に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議

会
児
童
青
少
年
福
祉
部
会
等
と

連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
。

▼
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動

　

毎
週
第
３
木
曜
日
（
夏
休
み

期
間
中
除
く
）
に
町
内
通
学
路

で
児
童
・
生
徒
に
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
。

▼
小
・
中
学
生
主
張
大
会

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え

や
思
い
を
主
張
。
日
頃
聞
け
な

い
青
少
年
の
思
い
や
考
え
を
理

解
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
に
活
か
す
。
▽
日
時

＝
11
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
▽
場
所
＝
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

■問
青
少
年
対
策
協
議
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
教
育
課
内
☎
８

８-

５
８
５
０
）

心
豊
か
な
宇
治
田
原
っ
子
へ

青
少
年
対
策
協
議
会

安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

心
豊
か
な
宇
治
田
原
っ
子
の

育
成
に
向
け
て
、
各
種
団
体
で

　

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
、
通
学
路

に
立
ち
声
を
か
け
た
り
、
児
童

と
一
緒
に
歩
い
た
り
。
田
原
・

宇
治
田
原
小
学
校
の
児
童
が
、

安
心
・
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

健
や
か
な
居
場
所
づ
く
り

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

放
課
後
の
児
童
の
安
全
で
健

や
か
な
活
動
場
所
づ
く
り
と

し
て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室

（
ま
な
び
茶
ろ
ん
）」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
田
原
・
宇
治
田
原

小
学
校
ご
と
に
、
学
校
施
設
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
を
毎
週
水
曜
日
（
学
校

長
期
休
業
中
等
を
除
く
）
の
放

課
後
２
時
間
程
度
行
っ
て
い
ま

す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
防
犯
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

住
民
・
関
係
団
体
・
事
業
者
・

警
察
・
町
が
連
携
し
、
防
犯
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
防
犯

推
進
の
ぼ
り
旗
の
各
金
融
機
関

等
へ
の
設
置
や
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
な
ど
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を

高
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
の
実
現
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
町
地
域
防
犯
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
内

☎
８
８-

６
６
３
１
）

地域で子どもを育みましょう

地　域で子どもを育むことは大切なこ
　　　とです。宇治田原町では、子ども
たちが地域の大人たちとふれ合う場がた
くさんあります。ふれあいの中で、自分た
ちが大人たちに見守られ、愛情や期待に
包まれていることを実感。安心や自信、誇
りや責任感を育んでいくのだと思います。
　放課後子ども教室「まなび茶ろん」で
は、地域の多くの方の協力により、様々
な楽しく魅力あるプログラムを進めてい
ます。作った紙飛行機が遠くへ飛んだと
きの満足そうな顔、大学生の見事な大縄
のダブルダッチへの憧れの眼差し、好奇
心いっぱいの子どもらしい顔を見ると、
なにか安心します。いたずらをしてボラ
ンティアの指導員から注意を受けて戸惑
う場面もあります。子どもたちは、こん
　　　　　　　　な場を通して、人との
　　　　　　　　関わり方など多くのこ
　　　　　　　　とを学ぶことでしょう。

田原まなび茶ろん
　コーディネーター
　清水貴美子さん

check

夏休み非行防止
チェックリスト

親子のコミュニケーションは非行防止の特効薬

■子どもの外出、帰宅時間を把握する。子どもが外出すると
きは「行き先、誰と、何を、帰宅時間」を聞く。

■夜遅くに出歩くことがないか注意。「たかが夜遊びぐらい…」
と思わず、しっかり注意。

■子どもが日頃誰と遊んでいるか把握する。
■子どもからタバコの臭いがしないか確認。
■日頃からあいさつや声かけ、会話をよくし、親子のふれあ

いを大切に。

　夏休みは気がゆるみやすく、解放感から子どもが非行に走り
やすいと言われています。少年非行の防止には、家庭・地域で
子どもたちを見守り、夜遊びや喫煙など非行の兆しを見逃さな
いことが大切です。

子どもは「地域の宝」

子　どもたちが大きく成長する夏休み。
　　　子どもの自主性を伸ばせる時機です。
　一方で、子どもたちが、開放的になる
期間でもあります。夏休みは特に、地域
の大人の関わりが大切になります。子ど
ものちょっとした変化にも、家庭や地域
の大人たちが、いち早く気づき、適切に
対応することが必要です。
　わが子も他人の子も同じ、次代を担う

「地域の宝」です。地域社会全体で、心
温かく見守っていくことで、健全に成長
できると思います。一回り大きく成長し
た、宇治田原っ子たちが新学期明るく元
気に登校できるよう、皆さんのご協力を
お願いします。
　また、田原交番では６名の警察官が交
代で勤務しています。スクールサポー
ターや地域、学校
と連携しながら、
よりよい環境づく
りに努めてまいり
ます。

田原交番相談員
　山口博司さん

右）横断歩道を渡る児童を見守るパトロール隊
上）青少年対策協議会の夜間パトロール　下）放課
後子ども教室で紙鉄砲あそびをする子どもたち

家庭で
できる

広報うじたわら 平成25年８月号03

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

引き続き節電への
ご協力をお願いします
　今夏、引き続き無理のない範囲での節電にご理解と
ご協力をお願いします。

期間
9月30日■月　までの平日
　（８月13日火～15日木除く）
　午前９時～午後8時

目標
　昨年並みの節電の着実な実施
　（平成22年夏と比べて9％削減）
※健康上支障のない範囲でお願いします。

check

家庭でできる節電対策
■エアコンの設定温度を28度に
■「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを

和らげる
■無理のない範囲でエアコンを消し扇風機を使用
■冷蔵庫の設定を強から中に変え、扉を開ける時

間を減らし、食品は詰め込み過ぎない
■日中は不要な照明を消す
■テレビは省エネモードに設定し、見ないときは

消す
■温水洗浄便座は、温水のオフ機能、タイマー機

能を利用する

クールスポットで快適に節電
住民プール８月１日～９日の平日、無料開放

　平日昼間の電力使用量を抑えるため、図書館やプール
の利用、買い物など、クールスポット（涼しい所）に出
掛けて、できるだけ家庭での電気を使わないようにご協
力をお願いします。町では住民プールを、８月１日～９
日の平日（午前10時～午後４時。６日は休場）、無料開
放します。ぜひ家族おそろいでお出かけください。

■問建設・環境課 ☎88－6639

こちら消防分署 ■問宇治田原分署
　 ☎88－5500

夏の火災防止運動　８月１日木～７日水
「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」

　暑さで注意力が散漫し、帰省・行楽等で外出すること
が多いこの時季。火の元には十分注意してください。

水難事故に注意しましょう
・川や池など危険な場所で、遊んでいる子どもを見かけ

たら注意を促しましょう。
・危険な場所には柵や看板を設け、未然に水難事故を防

ぎましょう。
・いざという時のために普通救命講習を受講しましょう。

日　時　８月10日土午前９時～正午
場　所　宇治田原分署
申込み　前日までに来庁か電話

「特別警報」スタート

■問気象庁京都地方気象台　☎075－841－3006

　

８
月
30
日
（
金
）
午
前
０
時

か
ら
「
特
別
警
報
」
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

気
象
庁
は
、
大
雨
や
暴
風
な

ど
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
「
警
報
」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
警
報
の

発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る

異
常
な
現
象
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ

た
場
合
、
新
た
に
「
特
別
警
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば「
東

日
本
大
震
災
」
や
紀
伊
半
島
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た「
平

成
23
年
台
風
第
12
号
の
豪
雨
」、

観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録

し
た
「
伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
」

の
よ
う
な
場
合
で
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
そ

の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
の
非

常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・

勧
告
等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に

命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
を
防
ぐ
に
は
、
時
間
を

追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、

警
報
や
気
象
情
報
を
活
用
し
て
、

早
め
早
め
の
行
動
が
あ
な
た
や

家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。
詳
細

は
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

重大な災害のおそれが著しく大きい場合に特別警報を発表
８月30日から開始

南山城水害から60年

■問総務課　☎88－6631

いつ発生するかわからない災害に備えましょう
今月14日～文化センターで資料展

　

昭
和
28
年
８
月
14
日
か
ら

15
日
未
明
に
か
け
て
南
山
城

地
域
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に

よ
り
田
原
・
宇
治
田
原
村
で

24
名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
南
山
城
水
害
か
ら
60
年
。

昨
年
８
月
13
日
か
ら
14
日
未

明
に
か
け
て
２
３
５
㎜
と
い

う
豪
雨
で
町
内
で
も
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
京
都
府

南
部
豪
雨
か
ら
１
年
。
災
害

は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
で
き
る
備

え
を
今
一
度
、考
え
ま
し
ょ
う
。

南
山
城
水
害
か
ら
60
年

京
都
府
南
部
豪
雨
か
ら
１
年

減
災
は
地
域
で
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
か
ら

　

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防

や
警
察
、
役
場
な
ど
の
公
共
機

関
は
、
災
害
応
急
活
動
を
行
い

ま
す
。
し
か
し
、
浸
水
や
土
砂

災
害
、
道
路
の
寸
断
や
建
物
の

倒
壊
な
ど
、
被
害
が
広
範
囲
に

な
る
と
、
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
際
、
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
が
、
家
庭
で
の
日
頃
か
ら

の
備
え
や
区
・
自
治
会
の
自
主

防
災
組
織
の
活
動
で
す
。
普
段

か
ら
家
庭
・
地
域
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

防
災
資
料
展
示

　

過
去
の
災
害
を
風
化
さ
せ
ず
、

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
の
た
め
、

南
山
城
水
害
や
京
都
府
南
部
豪

雨
の
資
料
、
防
災
マ
ッ
プ
（
土

砂
災
害
・
田
原
川
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
）
や
地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

８
月
14
日
（
水
）
～
９

月
５
日
（
木
）

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

濁流によりねじ曲げられた荒木橋
（昭和28年「南山城水害」）

特別警報が発表されるまで
のイメージ（大雨の場合）

大雨注意報

大雨警報
（土砂災害）

大雨警報
（浸水害）

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

危険度
小

危険度
大
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■問＝問合せ先　■申＝申込先

あなたとともにまちづくり

茶の里　伝言板

Town information & news

　

環
境
保
全
計
画
の
見
直
し

今
月
11
日
に
座
談
会

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
望
ま
し

い
将
来

像
」
や
住

民
・
事
業

者
・
行
政

が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場

で
と
る
べ

き
「
環
境

その ｢ひとしぼり」、効くダイエット
燃やすごみの半分は水分

家庭ごみ減量

■問建設・環境課　☎88－6639

・
三
角
コ
ー
ナ
に
ネ
ッ

ト
を
取
り
付
け
、
一

杯
に
な
っ
た
も
の
を

ネ
ッ
ト
ご
と
ひ
と
し

ぼ
り
し
ま
す
。

・
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん

じ
ん
な
ど
の
野
菜
は

洗
う
前
に
皮
を
む
き

ま
す
。
野
菜
く
ず
は

　

町
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
良
好
な
生
活
環
境
を
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
指

針『
環
境
保
全
計
画
』の
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、

三
角
コ
ー
ナ
ー
に
入
れ
ず
、

ザ
ル
な
ど
に
入
れ
て
水
に
濡

ら
さ
な
い
よ
う
に
。
さ
ら
に

も
う
ひ
と
手
間
か
け
て
天
日

干
し
を
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
「
燃
や

す
ご
み
」の
半
分
は
水
分
で
す
。

水
分
が
多
い
と
、
ご
み
袋
が
や

ぶ
れ
、
ご
み
集
積
所
に
ご
み
が

散
ら
ば
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
が
燃
え
に
く
く
な

り
、
焼
却
処
理
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

一
方
、
水
切
り
な
ど
の
ひ
と

手
間
を
か
け
る
こ
と
は
、
ご
み

減
量
に
は
大
変
効
果
的
で
す
。

に
お
い
の
抑
制
も
で
き
ま
す
。

水
切
り
で
簡
単
生
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト

府南部豪雨
の復旧工事　で府道「大津南郷宇治線」通行止め
8/19～12/20まで

通行止めのお知らせ

■問滋賀県大津土木事務所　☎077－524－2815

　

滋
賀
県
大
津
土
木
事
務

所
が
、
昨
年
の
京
都
南
部

豪
雨
で
被
災
し
た
道
路
の

復
旧
工
事
（
県
道
大
津
南

郷
宇
治
線
。
大
津
市
大
石

曽
束
町
）
を
今
月
か
ら
実

施
し
ま
す
。

　

工
事
箇
所
は
滋
賀
県
内

で
す
が
、
こ
の
工
事
の
影

響
で
、
京
都
府
内
の
府
道

大
津
南
郷
宇
治
線
が
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

工
事
（
通
行
止
）
期
間

８
月
19
日
（
月
）
～
12
月

20
日
（
金
）

※
滋
賀
県
域
の
工
事
で
す

の
で
、「
か
ん
ば
や
し
」

へ
来
店
す
る
方
は
、
車

両
で
の
通
行
が
可
能
で

す
。

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

に
や
さ
し
い
取
組
」
に
つ
い

て
、
策
定
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
住
民
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
環
境
保
全
に
関

す
る
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、

次
期
計
画
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
、
住
民
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
11
日
（
日
）
午

前
10
時
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

３
階
研
修
室
１

内
容　

環
境
に
関
す
る
住
民

座
談
会

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６
６
３
９
）

生
ご
み
を
さ
ら
に
減
ら
す
に
は

①
食
べ
る
分
だ
け
買
い
、
使
い

切
る

②
作
り
す
ぎ
な
い

③
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

④
生
ご
み
処
理
機
の
活
用 現計画は今年が最終年。次期計画は

平成35年を目標年次に、今年度中
の策定をめざしています。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び
ん
の
底
で
、
ネ
ッ
ト

ご
と
ギ
ュ
ギ
ュ
ッ
と
押
し
絞
れ
ば
、
手
も

汚
さ
ず
簡
単
に
水
切
り
が
で
き
ま
す
。

迂
回
路

夏休みはエコな　おでかけ！
地球にやさしいノーマイカー促進事業
エコ・バスファミリー
８月26日まで
大人１人分の運賃で
同伴の小学生以下２人まで

無料

　町内発着の京阪宇治バスの路線バスで、
降車時に指定のチケットを運賃箱に入れ
ると、大人１名の運賃で同伴の小学生以下
２名までの運賃が無料になります。
　チケットは、事前に町内の小学校で配布。
役場、総合文化センターに備え付けています。

■問企画・財政課 ☎88－6632

広報うじたわら 平成25年８月号05

 Health insurance
　問戸籍・保険課　☎88－6634

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前 9:00～12:00・午後 2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

国保
後期高齢

■問 ･■申総務課（☎88－6631）

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

 Welfare

児
童
扶
養
手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

福祉
　

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
を

対
象
と
し
た
扶
養
手
当
支
給
制

度
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
中
の
方
は
「
現
況
届
」「
所

得
状
況
届
」
の
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

１
年
に
一
度
、
現
況
届
（
所
得

状
況
届
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
手
当
を
引
き
続
き

受
給
し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
手
続
き
で
す
。

　

受
給
者
に
お
送
り
し
て
い
る

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
次
の
期
間
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は

支
給
が
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日

（
木
）
～
30
日
（
金
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

12
日（
月
）～
９
月
10
日（
火
）

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

　

母
子
家
庭
の
母
親
や
寡
婦
を

対
象
に
、
無
料
で
半
日
の
人
間

ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

対
象　

府
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
か
寡
婦
で
、
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
30
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方

※
寡
婦
は
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
に
限
る

受
診
期
間　

11
月
～
平
成
26
年

３
月
の
平
日
の
午
前
中
（
年
末

年
始
除
く
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
受
診

で
き
な
い
場
合
あ
り

場
所　

京
都
第
一
赤
十
字
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

９
月
６
日
（
金
）

申
込
み　

福
祉
課
に
備
え
て
い

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
添
え
て
提
出

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
７
）
／

福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

福
祉
医
療
制
度

　
「
高
齢
者
」
や
「
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
」、「
母
（
父
）
子
家
庭

の
児
童
と
そ
の
親
」
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
福
祉

医
療
制
度
。
制
度
の
詳
細
や
手

続
き
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

老
人
医
療

　

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

（
所
得
等
に
よ
る
制
限
あ
り
）

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）
医
療

　

65
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い

（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
②
級
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ

１
相
当
）
の
方

母
（
父
）
子
家
庭
医
療

　

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

児
童
と
そ
の
母
（
父
）
親

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康
管

理
事
業

　

65
歳
以
上
で
重
度
の
障
が
い

（
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
②
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
１

相
当
）
の
方

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

40
歳
以
上
対
象

国
保
の
特
定
健
診

　

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
40
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
し
た
特
定
健
診
は
、
９
月

末
が
受
診
期
限
で
す
。

　

期
限
間
近
の
受
診
は
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法　

受
診
券
（
６
月
末

に
送
付
）、
保
険
証
、
受
診
票

を
持
参
し
、
医
療
機
関
で
受
診

検
診
項
目　

❶
基
本
的
な
健
診

項
目
▼
診
察
（
問
診
・
身
体
計

測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
）

▼
尿
検
査
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機

能
検
査
▼
腎
機
能
検
査
▼
代
謝

系
検
査
▼
貧
血
検
査
▼
心
電
図

検
査
❷
医
師
の
判
断
に
よ
り
必

要
に
応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼

眼
底
検
査

自
己
負
担　

無
料

加
入
の
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

は
、
９
月
末
が
受
診
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
方
法　

❶
戸
籍
・
保
険
課

に
事
前
申
込
み
（
郵
送
可
）

❷
受
診
票
と
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
医
療

機
関
で
受
診

受
診
項
目　

❶
基
本
的
な
健
診

項
目
▼
診
察
（
問
診
・
身
体
計

測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
）

▼
尿
検
査
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機

能
検
査
▼
腎
機
能
検
査
▼
代
謝

系
検
査
▼
貧
血
検
査
▼
心
電
図

検
査

❷
医
師
の
判
断
で
必
要
に
応
じ

て
追
加
す
る
項
目
▼
眼
底
検
査

自
己
負
担　

無
料

75
歳
以
上
の
方
の
健
診

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

「情報公開制度」「個人情報保護制度」

■問企画・財政課　☎88－6632

平成24年度の実施状況をお知らせ

　

本
町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
・
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
め
ざ
し

て
、「
情
報
公
開
制
度
」「
個
人
情
報

保
護
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
も
、
制
度
の
利
用
に
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
の

適
正
保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
情
報
公
開
制
度
＝
町
が
保
有
す
る
公

文
書
の
開
示
等
の
手
続
を
定
め
た
制

度
で
す
。

・
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
住
民
の
個

人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
自

己
に
関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
等
の

手
続
を
定
め
た
制
度
で
す
。

児童扶養手当（平成25年４月１日現在）

特別児童扶養手当（平成25年４月１日現在）

支給対象

支給額
（月額）

支給対象

支給額
（月額）

特別児童
　　　　　１級扶養手当

特別児童
　　　　　２級扶養手当

該当児童１人につき 50,400円

該当児童１人につき 33,570円

おおむね「身体障害者手帳１～３級および４級の一部」、
または「療育手帳ＡおよびＢの一部」に該当する障がいの
ある20歳未満の児童を、在宅で養育・介護している父母
等

「ひとり親家庭」、または「父親か母親が重度障がいの状態
にある家庭」で、児童を養育している方

全部支給の場合　　　　　　　41,430円

一部支給の場合　　　　9,780円～41,420円

＊所得に応じて支給額は変わります。対象児童が、２人目は 5,000円、
　３人目以降は１人増えるごとに 3,000円を加算。

情報公開制度実施状況

個人情報保護制度実施状況

件数
処理状況

開示 非開示 その他
1 0 01開示請求
3 0 03開示申出

件数
処理状況

開示 非開示 その他
1 0 01開示請求

①個人情報取扱事務の件数（平成25年３月31日現在）

②個人情報開示請求の状況

※個人情報の訂正、利用停止等の請求はありませんでした。

実施機関名 件数

291町長（水道事業管理者としての町長を含む）
70教育委員会
9選挙管理委員会

監査委員 1
1公平委員会

農業委員会 4
2固定資産評価審査委員会

議会 12
390計



子 育 て 支 援
センター事業

8月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30 ～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。

August 2013 06

子育て通信

■問地域子育て支援センター ☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

日 月 火 水 木 金 土

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

２ ３

９ 10８７６５４

16 17151413

23 242221201918

25 26 27

１

28

1211

29 30

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル　21日㊌ 10：30～　保育所ホール
わらべうたサークル　27日㊋ 10：30～　銘城台自治会館
ママ＇sアクション　　28日㊌ 10：30～　みんなの家

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

31

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんや７か月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８か月から１才半くらいまでの親子

10：00～11：30
保育所ホール

まいまい
あそびの広場

スライムつくり

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　20日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

■問 保健センター ☎88－6636
保健センターだより

誰もが望む「健康」―。でも、なかなか自分だけでは健康について考えたり行動することは難しいですよね。
運動や食事のこともいろいろ情報がありすぎて分からなくなることがあるのではないでしょうか。
そこで、イベントに楽しく参加しながら、健康な生活に必要なポイントやスキルを学んでみませんか？

楽しめる催しが盛りだくさん

　健康づくりのつどいは、赤ちゃんからお年寄りま
で、楽しめる催しが盛りだくさん。あなたもぜひ一
度「健康づくりのつどい」を体験してみてください。
　今年は「アロマハンドマッサージ」「お母さんと赤
ちゃんのリラクゼーション」「親子で作って遊ぼう」
の新コーナーもあります。
　詳しくは今月号の挟み込みを確認ください。

10：00～11：15
子育て支援センター

まいまい
ヨチヨチ広場

水あそび
シャボン玉

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

今月の
保健・予防日程

一般・乳幼児健康相談○予
　13日㊋、27日㊋　午前９時～11時受付
２歳児歯科健診
　23日㊎　午後１時～１時30分受付
幼児健康診査
　28日㊌　午後１時～１時30分受付
乳幼児身体計測○予
　23日㊎、28日㊌　午後２時～３時
＊いずれも保健センター

マタニティ教室（ハローベイビー編）○予
　２日㊎　午前10時～正午
　子育て支援センター

○予 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

■問 ･■申 在宅介護支援センター ☎88－5784

Health　center

10：00～正午
銘城台自治会館

まいまい
おでかけ広場

高尾公民館　　30日㊎【午後】
郷之口会館　　26日㊊【午後】
銘城台自治会館　　２日㊎、26日㊊【午前】
荒木（やすらぎ荘）　29日㊍【午前】
南公民館　　９日㊎【午後】
岩山会館　　９日㊎【午前】
緑苑坂自治会館　　１日㊍【午前】
禅定寺会館　　22日㊍【午前】
立川公民館　　２日㊎【午後】
湯屋谷会館　　８日㊍【午前】
奥山田会館　　30日㊎【午前】

＊【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後 ２ 時～４時

健康づくりのつどい

園庭開放

10：00～11：30
保育所

雨天中止

10：00～正午
子育て支援センター

まいまい
ネンネ広場

ハローベビー。マタニ
ティー教室同時実施　

10：00～正午
みんなの家

まいまい
おでかけ広場

水あそび

10：00～正午
郷之口会館

まいまい
おでかけ広場

水あそび
シャボン玉

わらべうた
水あそび

「みんなの家」開放日
毎週水 ･ 金曜日　10：00～15：00
子どもとあそんだりおしゃべり
に利用しましょう！

　保育所の改修工事が完了し、子育て支援センターは保育
所職員室西側に移ります。
　工事期間中はご迷惑をおかけしました。
　新しい支援センターに、あそびに来てくださいね。

支援センター、保育所内に移設

母親のための子育て講座

参加者募集

　赤ちゃんが生まれて大変な毎日を過ごしている新
米ママさん。めまぐるしい育児・家事の日々、ちょ
とした疑問、不安、ストレスなどを１人で抱えこん
でいませんか？　そんなママたちの講座です。

対象　第１子（２～６か月児〈11月現在〉）とその母親
定員　先着10組
締切　８月30日㊎
費用　テキスト代 840円
日時　11月１・８・15・22日㊎
　　　午前10時～正午
講師　中田正代（地域子育て支援センター所長）
場所　地域子育て支援センター

初めて子ども
　を育てる

自分のカラダを考えるきっかけに、ぜひご来場ください。

コーナーあれこれ

食でいきいきコーナー
食生活改善推進員さんが健
康的で美味しいレシピを紹
介。「夏野菜たっぷりピザ」
と「ポップコーン」の試食も
あります（限定50食）。

笑顔の写真ミニコンクール
笑顔でいることは健康でいること。
その瞬間を撮った１枚と素敵なエピソ
ードをお待ちしています。事前応募。

測定コーナー
普段なかなかチェック
できないカラダの状態。
この機会にカラダチェッ
クしてみませんか。

医師の健康講座
「今日からできる認知症予防！～元気な脳でハツラツ
人生～」をテーマに、山口医師が、認知症の種類や
原因、予防の仕方、治療について、わかりやすく解
説します。

赤ちゃん
ハイハイ大会
最速ハイハイ赤
ちゃん決定戦。
要予約。

９月１日日　午前10時～　総合文化センター

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

　 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 ２ 　 ３

４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９　 10

11　 12　 13　 14　 15　 16　 17

18　 19　 20　 21　 22　 23　 24

25　 26　 27　 28　 29　 30　 31

8月

広報うじたわら 平成25年８月号07

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.149　いとこ煮

（１人分） エネルギー 127kcal　蛋白質 5.3ｇ　脂質 0.6ｇ　カルシウム 25mg　塩分 0.2ｇ

 今月の食改さん

中谷智恵子さん
 第１班（郷之口）

　小豆の変りに甘納
豆を使用していただ
いても美味しく出来
ます。（砂糖は加減
してください）

作り方

１ 小豆は洗い鍋に小豆とたっぷり
の水を入れ火にかけ煮汁が赤ワ
イン色になったところで火を止
め煮汁を捨てる（しぶぬき）。

２ 鍋①に改めて水２カップを入れ
火にかけびっくり水を加えなが
らやわらかくなる迄煮て、砂糖

（大さじ１）を加えてつやが出る
迄煮る。

３ かぼちゃはわたと種を除き食べ
やすい大きさに切る。

４ 鍋にＡと③を入れてやわらかく
なるまで煮る。

５ ④に②の小豆を加えてなじむま
で約３分ぐらい煮る。

かぼちゃはβ－カロテンを多く含
む野菜です。

材　料

かぼちゃ……200g
小豆……0.5カップ
砂糖……大さじ1

A
　だし汁……1～2カップ
　砂糖……大さじ1/2
　しょう油……小さじ1/2

（4人分）

募　

集

ふ
る
さ
と
保
全
活
動
in
宇
治

田
原
町「
都
市
と
の
交
流
事
業
」

参
加
者
募
集

　

糠
塚
環
境
保
全
会
、
宇
治
田

原
町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と

土
保
全
事
業
推
進
委
員
会
で
は
、

都
市
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

会
場　

袋
谷
親
水
公
園

内
容　

た
め
池
の
機
能
学
習
、

稲
刈
り
体
験
、
魚
つ
か
み
、
花

摘
み
な
ど

参
加
費　

５
０
０
円
（
３
歳
以

下
無
料
）。
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴

定
員　

先
着
１
０
０
人

申
込
み　

参
加
者
（
全
員
）
の

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を

明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

メ
ー
ル
。
電
話
可

申
込
期
限　

８
月
23
日
（
金
）

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
・
FAX
８
８-

３
２
３

１
・
Ｅ
メ
ー
ルsangyou@

tow
n.

ujitaw
ara.kyoto.jp

）

第
47
回
町
民
体
育
大
会

ポ
ス
タ
ー
募
集

　

今
年
の
町
民
体
育
大
会
の
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
の
小
・
中
学

生規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

条
件　

図
案
に
は
①
第
47
回
町

民
体
育
大
会
②
期
日
＝
平
成
25

年
10
月
６
日
（
日
）
③
場
所
＝

宇
治
田
原
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
３
点
を
入
れ
る
。
作
品
の
裏

面
に
、
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ

ス
・
氏
名
を
明
記

申
込
期
限　

９
月
２
日
（
月
）

そ
の
他　

入
賞
者
に
は
賞
状
と

副
賞
あ
り

■問
・
■申
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民

体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

文
化
祭
２
０
１
３

出
展
者
・
出
演
者
募
集

展
示
・
発
表

▼
作
品
展
示

・
書
道
、
絵
画
、
陶
芸
、
生
け

花
等
の
展
示
＝
25
日
～
27
日

▼
舞
台
発
表
・
コ
ン
サ
ー
ト

・
舞
踊
、
ダ
ン
ス
等
の
舞
台
発

表
＝
27
日
午
後
１
時
～

・
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
等
の
コ

ン
サ
ー
ト
＝
26
日
午
後
１
時

～
・
の
ど
自
慢
＝
23
日
午
後
６
時

30
分
～

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

※
リ
ハ
ー
サ
ル
や
打
合
せ
会
議

に
参
加
で
き
る
個
人
・
団
体
。

の
ど
自
慢
は
定
員
30
人

申
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出

申
込
期
限　

８
月
19
日
（
月
）

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課

（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

　

文
化
協
会
で
は
、
10
月
に
開

催
す
る
文
化
祭
へ
の
作
品
出
展

者
・
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

京
都
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
ウ
ィ
ー
ク
「
ポ
ス
タ
ー
」
募
集

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
機
会

に
と
定
め
ら
れ
た
「
京
都
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
ウ
ィ
ー

ク
（
11
月
19
～
25
日
）」。
そ
の

普
及
・
啓
発
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

規
格　

Ｂ
３
判
ま
た
は
四
つ
切

り
画
用
紙
。
彩
色
・
画
材
、
文
字

入
れ
自
由
。
何
点
で
も
応
募
可

展
示
等　

全
作
品
を
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ

の
あ
け
ぼ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
10
月
26
日
、
京
都
テ
ル
サ
）

で
展
示
。
来
年
度
チ
ラ
シ
等
に

採
用

申
込
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

■問
・
■申
府
府
民
生
活
部
男
女

共
同
参
画
課
（
☎
０
７
５-

６

９
２-

３
４
６
２
）

平
成
25
年
度
京
都
府
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
を
す
て

き
な
作
品
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

に
し
て
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
以
上
の
府
内
在

住
・
通
勤
・
通
学
者

規
格　

Ｂ
２
判
（
72
・
８
㎝
×

51
・
５
㎝
）

応
募
点
数　

制
限
な
し

募
集
要
領
・
募
集
作
品
票　

府
Ｈ

Ｐ
に
掲
載

提
出
先
・
期
限　

▼
府
政
策
企
画

部
調
査
統
計
課
＝
９
月
５
日

（
木
）
▼
役
場
企
画
・
財
政
課

＝
９
月
３
日
（
火
）

備
考　

入
賞
作
品
は
表
彰
。
上

位
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品

■問
・
■申
府
政
策
企
画
部
調
査

統
計
課
（
☎
０
７
５-

４
１
４-

４
４
８
７
）

「
き
こ
え
」
に
悩
ん
で
い
る
青

年
・
壮
年
の
つ
ど
い

　

自
分
が
き
こ
え
に
く
い
こ
と

を
、
周
り
に
言
え
ず
に
悩
ん
で

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
学

習
・
交
流
会
（
府
、
京
都
聴
覚

言
語
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
）

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所　

宇
治
市
総
合
福
祉
会
館

対
象　

18
歳
～
50
歳
の
き
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
と

そ
の
ご
家
族
。
聴
覚
障
が
い
者

に
関
わ
る
方
、
関
心
の
あ
る
方

内
容　

①
難
聴
青
年
・
壮
年
の

体
験
発
表
②
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
意
見
交
流

申
込
み　

①
氏
名
②
住
所
③
連

絡
先
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
。
電
話
可

申
込
期
限　

８
月
30
日
（
金
）

■問
・
■申
山
城
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
内
「
き
こ
え
に
悩
ん
で

い
る
青
年
・
壮
年
の
つ
ど
い
」

事
務
局
（
〒
６
１
０-

０
３
３
２

京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰
18
番

地
・
☎
３
９-

７
１
１
３
・
FAX

６
５-

４
１
０
２
）

　

山
城
地
域
な
ら
で
は
の
ス
イ
ー

ツ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
に
先
立
ち
、
割
引
等
の

特
典
に
協
力
い
た
だ
け
る
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
店
の
情
報
は
、
小
冊
子

や
京
都
や
ま
し
ろ
観
光
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

対
象　

町
内
で
購
入
か
飲
食
で

き
る
ス
イ
ー
ツ

申
込
期
限　

８
月
23
日
（
金
）

掲
載
内
容　

①
店
舗
名
②
ス
イ
ー

ツ
名
・
特
色
・
料
金
（
複
数
可
）

③
特
典
内
容
④
営
業
時
間
・
定

休
日
⑤
電
話
番
号
⑥
住
所
⑦
ア

ク
セ
ス
⑧
駐
車
場
の
有
無
⑨
Ｈ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
⑩
写
真
１
枚

※
申
込
多
数
の
場
合
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
あ
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

平
成
25
年

11
月
～
平
成
26
年
５
月

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
・
Ｅ
メ
ー
ル sangyou

@
tow

n.ujitaw
ara.kyoto.jp

）

京
都
や
ま
し
ろ
ス
イ
ー
ツ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
店
募
集

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
航
空
学
生
＝
高
卒
等
（
見
込

含
）
21
歳
未
満

②
一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上

27
歳
未
満

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
＝

18
歳
以
上
27
歳
未
満

申
込
期
限　

９
月
６
日
（
金
）

※
平
成
26
年
３
月
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者

の
受
付
は
別
に
指
定

■問
・
■申
宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４-

７
１
３
９
）

社協通信

栄養士さんからの食事学と調理実習

食事の介護講座
　高血圧や高脂血症、糖尿病、動脈硬化、ガンなどの「生活習慣病」
を予防し、いきいきと健康に過ごすための食生活を考えましょう！

日　程　①８月10日土　介護嚥
えん

下
げ

食
　　　　②　　17日土　生活習慣病予防健康食
　　　　③　　22日木　男の料理教室
　　　　　　　　　　　　（男性の方ぜひご参加ください！） 
　　　　いずれも午前10時～正午
場　所　維孝館中学校調理室
講　師　管理栄養士　余呉淳子さん
定　員　各回先着 15人
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
参加費　材料代として１回500円

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094
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講　

座

京
都
や
ま
し
ろ
創
業
塾

京
都
府
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員

養
成
講
座

　

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ

る
心
の
病
気
。
病
気
を
正
し
く

理
解
し
、
一
府
民
と
し
て
、
す

べ
て
の
人
を
大
切
に
す
る
温
か

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
く
「
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

府
内
在
住
で
全
課
程
（
７

日
間
）
を
受
講
で
き
る
方
で
、

受
講
後
「
京
都
府
こ
こ
ろ
の
健

康
推
進
員
」
と
し
て
活
動
で
き

る
方

日
時
・
内
容　

①
10
月
２
日（
水
）

②
８
日
（
火
）
③
16
日
（
水
）

④
23
日
（
水
）
⑤
⑥
10
月
～
11

月
（
半
日
程
度
を
２
回
）
⑦
12

月
４
日
（
水
）

場
所　

京
都
府
精
神
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

申
込
書
を
郵
送
か
Ｆ

Ａ
Ｘ

申
込
期
限　

９
月
６
日
（
金
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
〒
６
１
０-

０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
明
田
１
・
☎
６
３-

５
７
４
５
・
FAX
６
２-

６
４
１
６
）

　

独
立
開
業
を
志
す
方
の
た
め

の
講
習
会
で
す
。
経
験
豊
富
な

中
小
企
業
診
断
士
の
講
師
と
現

場
で
中
小
企
業
を
支
援
し
て
い

る
商
工
会
経
営
支
援
員
が
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
・
10
月
６
・

13
・
20
日
（
日
）・
26
日
（
土
）・

27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時

場
所　

京
田
辺
市
商
工
会
館

受
講
料　

１
万
円
（
全
６
回
資

料
費
込
み
）

定
員　

先
着
20
人

■問
・
■申
山
城
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８-

１

１
２
０
・
FAX
６
２-

６
６
７
７
）

相　

談

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

『
健
康
食
品
の
送
り
付
け
』

　

健
康
食
品
の
押
し
売
り
被
害

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

手
口
は
「
以
前
あ
な
た
が
注

文
し
た
健
康
食
品
を
送
り
ま
す
」

と
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
注
文
を
し

た
事
実
が
な
い
の
に
「
注
文
を

録
音
し
て
い
る
」
や
、「
受
注

生
産
な
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き

な
い
」
な
ど
の
不
実
を
告
げ
て

消
費
者
を
困
惑
さ
せ
ま
す
。

　

新
た
な
手
口
で
、
い
き
な
り

「
損
害
賠
償
請
求
書
」
を
送
り

つ
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

情
報
提
供
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

８
月
13
・
27
日（
火
）

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時

～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５

７
０-

０
６
４-

３
７
０

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４

２
６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８

８-

６
６
３
８
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
８
月
７
・

14
・
21
・
28
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

ス
ポ
ー
ツ

体
振
水
泳
記
録
会

日
時　

９
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
～

場
所　

住
民
プ
ー
ル

対
象　

小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
意
必

要
。
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

種
目　

❶
平
泳
ぎ
❷
自
由
形（
❶

❷
と
も
13
ｍ
、
25
ｍ
、
50
ｍ
）

❸
平
泳
ぎ
と
自
由
形
の
メ
ド
レ
ー

50
ｍ
❹
潜
水
（
距
離
計
測
）

申
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出

申
込
期
限　

８
月
23
日
（
金
）

そ
の
他　

浮
き
輪
、
ビ
ー
ト
板

使
用
可
。
記
録
証
発
行

■問
・
■申
体
育
振
興
会
事
務
局（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

お
知
ら
せ

「
中
央
公
民
館
」
閉
館

　

昭
和
46
年
の
開
館
以
来
、
公

民
館
活
動
の
拠
点
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
い
た
中
央
公
民
館
が
、

老
朽
化
に
よ
り
８
月
31
日
に
閉

館
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

後
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
文
化
協
会
の
事
務
局

は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
移

転
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
は
当
面
の
間
、
現
施

設
の
敷
地
内
に
置
か
れ
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

宇
治
田
原
お
も
ち
ゃ
病
院

開
設
場
所
の
変
更

　

中
央
公
民
館
で
活
動
し
て
い

た
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
が
、
今

月
か
ら
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

移
転
し
ま
す
。
壊
れ
た
り
、古
く

て
動
か
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
治
療
し
ま
す
。

診
察
日
時　

毎
月
第
２
日
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ロ
ビ
ー

※
修
理
費
用
は
原
則
無
料
。
部

品
代
が
必
要
な
場
合
あ
り

■問
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

５
８
５
１
）

８
月
は
人
権
強
調
月
間

　

京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
で

は
、
8
月
を
人
権
強
調
月
間
と

定
め
て
い
ま
す
。
町
で
も
人
権

問
題
を
身
近
に
感
じ
、
考
え
て

も
ら
お
う
と
、
街
頭
啓
発
を
行

い
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
（
火
）
午
後

４
時
30
分
～

場
所　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
ド

ラ
ッ
グ
ユ
タ
カ
の
駐
車
場
付
近

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

「
お
や
っ
？
」
と
思
っ
た
ら

食
品
表
示
１
１
０
番

　

食
品
を
購
入
す
る
と
き
に
目

に
す
る
食
品
表
示
。
こ
の
表
示

に
間
違
い
が
あ
れ
ば
問
題
で
す
。

日
頃
の
買
い
物
で
不
審
な
表
示

や
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
近
畿

農
政
局
の
「
食
品
表
示
１
１
０

番
（
☎
０
７
５-

４
１
４-

９
０

２
６
）」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

講
師
派
遣
の
お
知
ら
せ　

食
品
表

示
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
皆
さ
ん
が
開
催
さ
れ
る

各
種
会
合
や
勉
強
会
等
に
担
当

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
近
畿
農
政
局
業
務
課（
☎

０
７
５-

４
１
４-
９
９
２
０
）

『
や
す
ら
ぎ
の
道
』
で

 

日
本
人
に
と
っ
て
の

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？
こ
の

四
半
世
紀
の
間
、
日
本
を

取
り
巻
く
風
景
は
目
ま
ぐ

る
し
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
が
、
こ
こ
宇
治
田
原
は

私
が
初
め
て
訪
れ
た
時
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
変
わ

ら
な
い
姿
を
見
せ
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

約
20
年
前
、
私
は
家
族

と
と
も
に
主
人
の
実
家
が

あ
る
宇
治
田
原
に
移
り
住

み
ま
し
た
。
そ
こ
で
宇
治

田
原
の
魅
力
を
教
え
て
く

れ
た
の
が
愛
犬
と
の
散
歩

で
し
た
。
16
年
前
に
我
が

家
に
仲
間
入
り
し
た
愛
犬

と
は
夏
の
暑
い
日
や
冬
の

寒
い
日
、
雨
の
降
る
日
で

さ
え
も
散
歩
に
出
か
け
ま

し
た
。
い
つ
も
の
散
歩
道

は
田
原
川
沿
い
の
「
や
す

ら
ぎ
の
道
」。
う
ぐ
い
す

の
鳴
き
声
は
春
を
告
げ
、

夏
の
青
田
、
秋
に
は
紅

葉
、冬
の
枯
山
の
よ
う
に
、

様
々
な
顔
を
見
せ
る
「
や

す
ら
ぎ
の
道
」 

は
四
季
の

移
ろ
い
を
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。「
や
す
ら
ぎ
の
道
」

で
は
た
く
さ
ん
の
人
に
も

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
走
っ
て
い
る
人
、
話

し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
散
歩
し
て
い
る
人
、
健

康
の
た
め
に
歩
い
て
い
る

人
、
夕
涼
み
の
家
族
連
れ

な
ど
。
特
に
印
象
深
か
っ

た
の
は
、
来
る
日
も
来
る

日
も
黙
々
と
リ
ハ
ビ
リ
に

励
ま
れ
て
い
た
お
じ
い
さ

ん
の
姿
で
し
た
。
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
む
懸
命
な
姿

勢
に
私
自
身
励
ま
さ
れ
、

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

　

最
後
に
、
最
近
で
は
愛

犬
の
死
を
き
っ
か
け
に
散

歩
す
る
機
会
が
減
り
、
景

色
を
愛
で
る
機
会
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ

ま
で
も
郷
愁
を
呼
ぶ
自
然

豊
か
で
人
々
の
心
を
和
ま

せ
る「
ふ
る
さ
と
」で
あ
っ

て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

モニター通信

広報モニター
今西美枝子さん（郷之口）

ふるさと宇治田原町
　を応援してください

　宇治田原町を応援いただける全国の篤
志者からのご寄付（ふるさと納税）を、「宇
治田原の次代を担う子どもたちの施策」
などに活用させていただいています。ふ
るさとへの応援をお待ちしております。
寄付に対しては、住民税や所得税が減額
されます。
■問企画・財政課 ☎88－6632

ご協力
ありがとう
ございます

日本赤十字社資
［宇治田原分区総額］

1,066,409　円

　５月に、各区・自治会
を通じてご協力いただい
た社資は、災害救護活動
や国際救援活動などの赤
十字事業の推進に活用さ
せていただきます。

■問福祉課 ☎88－6635

広報うじたわら 平成25年８月号09

■問 町立図書館　☎88－5852図 書 館 だ よ り

休館日　毎週火曜日
　29日（木・館内整理日）
おはなし会
　①10日（土） 11：00～
　②24日（土） 11：00～
「絵本のじかん」交流会
　29日（木） 10：00～

今月の予定

子
供
に
パ
パ
す
ご
い
と
言

わ
せ
る
64
の
方
法手

塚
一
弘　
著

　

私
達
の
ま
わ
り
に
は
、

自
然
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

使
え
る
技
や
遊
び
を
、
子

ど
も
に
ど
れ
だ
け
教
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

ち
ょ
っ
と
し
た
道
具
の

使
い
方
か
ら
、
お
風
呂
の

楽
し
み
方
に
、
キ
ャ
ン
プ

ま
で
。
な
る
ほ
ど
！
の
コ

ツ
が
こ
の
本
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
と
一
緒
に
道

具
や
技
を
使
い
、
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

き
っ
と
「
パ
パ
っ
て
、

す
ご
い
！
」
っ
て
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
よ
。

ま
ほ
う
の
夏は

た
こ
う
し
ろ
う　
作

　

さ
ぁ
夏
休
み
！
…
だ
け

ど
、
お
父
さ
ん
も
お
母
さ

ん
も
お
仕
事
で
、
僕
も
弟

も
プ
ー
ル
と
ゲ
ー
ム
と
麦

茶
の
毎
日
。

　

そ
ん
な
と
き
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
か
ら
、
い
な
か
に

お
い
で
と
葉
書
が
き
た
。

　

い
な
か
は
、
海
辺
の
町

だ
け
ど
、
森
や
川
が
あ
っ

て
、
友
達
も
で
き
た
。

　

虫
取
り
に
魚
釣
り
、
海

水
浴
。
僕
ら
を
ま
っ
黒
に

し
た
、
ま
ほ
う
の
夏
が
始

ま
っ
た
。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度

　

町
と
町
農
業
委
員
会
で
は
、

荒
廃
農
地
等
の
解
消
を
目
的
に

農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度
を
設

け
、「
農
地
を
借
り
た
い
」
と

い
う
町
内
農
家
さ
ん
へ
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
つ

い
て
の
相
談
・
お
問
合
せ
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

■問
・
■申
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
産
業
振
興
課
内
☎
８
８-

６
６
３
８
）

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
、

取
ろ
う
と
す
る
方
へ
の
お
願
い

　

運
転
免
許
の
取
得
や
更
新
の

際
、
警
察
に
ご
自
身
の
病
状
を

正
確
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
は
、
病
気
の
症
状
の

申
告
欄
が
あ
り
ま
す
。
免
許
取

得
前
に
警
察
で
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
体
調
不
良
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
運
転
に
支
障
が
あ
る

と
感
じ
た
と
き
は
、
運
転
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。
運
転
に
支
障

の
あ
る
状
況
が
長
期
間
ま
た
は

頻
繁
に
あ
る
場
合
は
、
担
当
医

や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
府
警
察
運
転
免
許
試

験
場
（
☎
０
７
５-

６
３
１-

５

１
８
１
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
伐
採
の
お
願
い

　

山
林
や
個
人
宅
の
生
垣
・
庭

木
の
倒
木
、
枝
の
落
下
な
ど
が

原
因
で
、
道
路
を
通
行
す
る
車

両
の
損
傷
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
樹
木
の
所
有
者
が

賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
、
通
行
に
危
険
を
及
ぼ

す
恐
れ
の
あ
る
樹
木
は
、
所
有

者
が
事
前
に
伐
採
し
て
く
だ
さ

い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
道
路
上
に
張
り

出
し
て
い
る
樹
木
や
枝
葉
は
、

土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
る

た
め
、
町
で
勝
手
に
切
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
▼
樹
木
の
道

路
上
へ
の
は
み
出
し
▼
立
ち
枯

れ
や
折
れ
枝
に
よ
る
道
路
へ
の

倒
木
▼
竹
林
等
の
繁
茂
に
よ
る

道
路
上
へ
の
飛
び
出
し―

が
見

ら
れ
る
土
地
の
所
有
者
は
、
自

身
の
管
理
・
責
任
で
枝
払
い
・

伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
７
）

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止

　

野
外
で
ご
み
を
燃
や
す
「
野

外
焼
却
」
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
の
炉
、
穴
を
掘
っ

て
の
焼
却
な
ど
は「
野
外
焼
却
」

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
適
正

な
焼
却
設
備
で
の
焼
却
に
限
り

一
部
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
禁
止
の
例
外　

▼
火
災

予
防
訓
練
▼
と
ん
ど
焼
き
、
塔

婆
の
供
養
焼
却
▼
畔
の
草
の
焼

却
▼
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど

　

こ
れ
ら
を
行
う
場
合
に
は
、

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や
消
火
器

を
用
意
し
、
煙
や
臭
い
が
ご
近

所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
宇
治

田
原
分
署
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）／
宇
治
田
原
分
署（
☎

８
８-

５
５
０
０
）

地
震
へ
の
備
え
万
全
で
す
か

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
助
成

　

地
震
時
に
大
き
な
被
害
が
予

測
さ
れ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

町
税
の
滞
納
が
な
く
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造

住
宅
の
所
有
・
居
住
者

・
既
に
本
町
の
木
造
住
宅
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
る

・
診
断
の
結
果
、
評
点
が
１
・
０

未
満
で
、
改
修
に
よ
り
評
点

を
０
・
７
以
上
に
向
上
さ
せ

る
。「
誰
で
も
で
き
る
わ
が

家
の
耐
震
診
断
」
の
評
点
と

は
異
な
る

・
都
市
計
画
区
域
内
（
お
お
む

ね
奥
山
田
を
除
く
区
域
）
に

あ
る
住
宅
は
、
昭
和
63
年
９

月
26
日
ま
で
に
着
工
し
、
現

に
完
成
し
て
い
る
こ
と

・
建
築
士
が
耐
震
改
修
設
計
と

工
事
監
理
を
行
う
こ
と

助
成
額　

▼
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
＝

改
修
費
用
の
３
／
４
（
上
限
90

万
円
）

▼
昭
和
56
年
６
月
1
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
改
修
費
用

の
１
／
12
（
上
限
10
万
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
、
設
計
見

積
書
、
補
強
計
画
書
等
を
添
付

し
提
出

申
込
期
限　

平
成
26
年
２
月
13

日
（
木
）

■問
・
■申
建
設
・
環
境
課
（
☎
８

８-

６
６
３
９
）

下
水
道
の
使
用
人
数

変
更
あ
れ
ば
届
出
を

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方

で
、
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
上
水
道
以
外
の
井
戸

水
な
ど
で
下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
下
水
道
の
料
金
算

出
が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

夏休み
工作教室 ｢お口からティッシュ！？｣

ダンボールでオリジナルのティッシュ・
ボックスをつくろう！

日　時　8月8日■木 午前10時～
場　所　総合文化センター　研修室2
定　員　先着15名
対　象　幼児・小学生
　　　　※小さなお子さんは保護者同伴
申込み　来館または電話（火曜日は除く）
参加費　無料
持ち物　はさみ、カッター、色ペン

｢少し大人になった気分」
田原小３年生 お茶づくり体験

　田原小学校の３年生40人が、「21お茶のふる
さと塾」や「宇治田原手揉み保存会」のメンバー
を講師に迎え、手揉みやホットプレートでの製茶
を体験しました。永谷宗円翁が発明した伝統製
法に沿って、ホイロ（和紙が貼られた乾燥設備）
の上で蒸した茶葉を両手ですり合わせながら乾
燥させていく作業にも挑戦しました。西山七海
さんは「宗円さんの発明はすごい。お茶を作っ
て飲んで、少し大人になった気分」と話しました。

秋の販売へ。柿酢を使った
オリジナルレシピ試食

　柿酢の商品化を目指して集った住民らで構成
する柿酢プロジェクト。今秋の販売に向けて、柿
酢を使った料理の試食会を計画しています。こ
の日、試食会に出すオリジナルレシピがお披露
目されました。料理家の馬場哉さん、福田哲也
さんがレシピを考案。鯛のカルパッチョや冷製
パスタ、アイスクリームが出されました。参加者
からは、特にアイスクリームが「後味がサッパリ
している」と好評。「柿酢はまろやかでコクがあ
る。火を通さない料理に向いている」などの意
見が出ていました。

　7　／　 3

　6　／　28



　今年も広島平和体験学習に、
小学生12人と行ってきました。
　被爆体験記朗読会でお世話に
なったボランティアの河合さんは
当時小学校２年生。「今も体験
記を読むと胸がいっぱいになる」
と話されました。それでも、悲し
い68年前のような出来事を繰り
返してはならないと、核兵器の恐
ろしさを未来に伝えていくため、
ボランティアを続けておられます。

「大切な決断をするときは、周り
の人が悲しまないようにしてくだ
さい」と小学生たちに語りかけ
たこの言葉が、印象的でした。
　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

August 2013 10

くとうてん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

（上）前田　颯
そう

ちゃん　（5歳）

（下）　　　豪
ごう

ちゃん　（5歳）
仁兄ちゃん、野球がんばって！
応援してるよ。

林　哲
てっ

平
ぺい

ちゃん　（9か月）
元気に大きくなってね。

中尾誓
せ

那
な

ちゃん　（3か月）
いっぱい泣いて笑って大きく
なってね！

古典芸能に親しむ
和みの夕べ

日時　8月3日□土　　午後4時開演
場所　総合文化センターさざんかホール

篠笛の響き
井上真実（篠笛奏者）

篠笛で奏でる日本の歌
癒しと安らぎのひととき…。

【出演】

　鈴木実、明星神次、島田洋海
【後見・解説】

　山下守之

茂山狂言「千鳥」

【曲目】

「願い」「宵待草」「鎮魂歌」ほか

物語　主人に酒を買ってくるよう言いつけられた太郎冠者。付
けが溜まっており酒屋はなかなか売ってくれません。

　　　あの手この手の太郎冠者。果たして手に入れられるので
しょうか…。

長きにわたり皆様に親しまれてまいりました『三ノ宮コンサート』
が、装いも新たにさざんかホールで開催。
夏の夕暮れ、どうぞ古典の世界をご堪能ください。

■問教育委員会教育課　☎88－5850

オリジナル「茶ッピーうちわ」
で暑い夏を乗り切りましょう！
　2013平和のつどい（８月３日開催）の来場
者にオリジナル「茶ッピーうちわ」を配布し
ます。
　８月５日からは、役場や総合文化センター、
やすらぎ荘でも配布します。

■問企画・財政課　☎88－6632

のつどい
入場無料総合文化センターところ

みんなをまってるおともだち。

主催：宇治田原町非核平和都市推進協議会〔役場総務課内〕
　　　☎88－6631

８月3日土
　　午後２時～

いでたん
井手町

茶
ちゃ

ッピー
まちのマスコット

たわわちゃん
京都タワー

お誘い中の
おともだち

わが家のアイドル。

森　侑
ゆう

希
き

ちゃん　（8か月）

　　心
み

侑
ゆう

ちゃん　（8か月）
毎日元気いっぱい！２人仲
良く大きくなあれ！

藤岡銀
ぎん

志
じ

ちゃん　（1歳11か月）

　　心
こ

春
はる

ちゃん　（1か月）
銀にぃは心春が大好き☆２人
仲良く元気に育ってね♪

入場
無料


